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≪活用にあたって≫

生（生きること）の健康教育プログラムの目標は

「思いやりをもって仲良く遊び、“いのちを大切にする”子ども」

を育てることです。

キーワードは

「思いやり」「仲良し」「いのちの大切さ」・・・この３つです。

「 思 い や り 」 ： 生きている動植物をはじめ、家族・友だち・先生など、子ども

を取り巻く全てのいのちあるものや、人間に対し思いやること

ができる。

「 仲 良 し 」 ： 友だちとの遊びを通して、思いやりがはぐくまれ、親しみをも

った人とのかかわりができる。

「いのちの大切さ」 ： 自分自身も自分を取り巻く人や動植物のいのちも、大切にする

生き方ができる。

＊このプログラムは、幼児編、保護者編、参考資料編から成り立っています。

『 幼児編 』・・・ このプログラムの目標を達成するために、６つのねらいを設けまし

た。

そのねらいの一つ一つについて、保育者が幼児に対して具体的に支

援、配慮する事項を記載してあります。

『保護者編』・・・ このプログラムの目標を達成するために、５つのねらいを設けまし

た。

そのねらいの一つ一つについて、保護者の行動を記載し、保育者が

保護者の望ましい行動を促すために、具体的な支援、配慮する事項

を記載してあります。

どちらも、このプログラムの「目標」を達成するため、幼稚園・保育所、家庭、地域の

関係者が連携して、子ども自身がたった一つのいのちを大切に思い、自ら健康で他の人々

と親しみ支え合って生きていけるように支援する内容になっております。


